































































































だ」と云った」と記されているが、小出の依頼状も活版で印刷されている。また、小出の書状に言及される『裁縫秘術綱要』に関しては、明治三八年九月一五日に第一版が刊行されていたこと、すなわち、 『猫』のこの回の執筆時期（明治三八年一一月以降）よりも前に出版されていたことが確認できる。漱石が小出の書状を参照しながら、縫田針作の書状を執筆し こ は確実と言えよう。
なお、小出の書籍購入を依頼する文章は、掲出箇所に続き、 「追伸」として、卒業生が小出の代理として各戸を





















販売がうまくいかなかったためである。この講義録は予約出版のかたちで刊行されたが、附録の教材に不備が相次ぎ、多くの会員が中途で購入を中止した。一方 教材は 前に制作されていたため 小出は 販売 見込みのない書籍のために大量の資金をつぎ込むこととなったのである。
ここで、別の女子学校に関する事情が、高等学院の経営に関係しはじめる。明治三五年四月、教育学者 湯本武
比古を校長に擁して設立された女子東京 は、華々しい宣伝にもかかわらず、生徒を十分に集めることができず、同年秋頃 は 負債 ため、校内に紛糾を生じ、湯本は校長の職を辞し、設立当初の経営陣も学校を離れた（９）
。この窮状を打開するために、蔵原惟郎が女子東京美術学校の校長に就任するが、その際、帝国教育会会計主任大




























に、東京市内の人々に発信したものであっ と考えられる。 「明治三十」と「年」との間、および、 「月」 「日」の上に空欄があるが、この部分に手書きで数字を書き入れ 同じ依頼状を何度も発信 ていたのであろう。
書状中に記された「一昨々年以来二三野心家 為めに妨けられ」や「臥薪甞胆其の苦辛の結果」は、いずれも単




































巻一一号（明治三六年七月）募集文章欄には、 「言葉を せよ」という課題のもと、地方の方言によ 会話が内容とする作品六篇が掲載されている。
とくに『猫』における書状取り込みとの関連で言うならば、九巻二号（明治三八年〈一九○五〉一一月〉に掲載

































	 『漱石全集』 （岩波書店、一九九三年）注解（竹盛天雄、安藤文人）及び増補された第 版『漱石全集』 （同、二○○三年）注解の両方において、小出の依頼状に関する言及はない。
（６）
	 初出『ホトトギス』と単行本『吾輩は猫である』第二冊（大倉書店・服部書店 明治三九年）と 異同は一箇所あり、










10）	 「同院長小出新次郎は人格上よからぬ事ある上に、講堂使用料をも支払はぬ為め、帝国教育会より立退きを請求せられ、会員の資格をも失ひ、遂に先日の如き茶番を演ずる 至り（下略） 」 （ 「女子裁縫高等学院の廃校」 『読売新聞』明治三六年一二月一○日）といった、小出に批判的な報道もある。
（






12）	 小出新次郎は、この後、自らの裁縫に関する知識をまとめた『和洋裁縫大全』 （明治四一年、全三○冊）を刊行するが、その広告には、女子裁縫高等学院出版部の所在地が「東京市青山原宿二○九番地」と記されている（ 『読売新聞』明治四一年二月一七日） 。同校は、明治四四年には、豊多摩郡千駄ヶ谷字穏田一一四 寄宿舎が附属したかたちで建設されていることが確認できるが、同一二月一二日、裁縫室からの出火 より、全焼してい （ 「青山穏 の火事」 『読売新聞』明治四四年 二月一三日）
（
13）	 東北大学附属図書館漱石文庫所蔵『手帳３（俳諧手帳） 』中の断片三三。 『漱石全集』一九巻（岩波書店、一九九五年）二二六頁。
（
14）	 読者の側から考えた場合、 『猫』中の縫田 書状か 小出新次郎を想起することは、明治三九年当時においてはそれほど難しくなかったと思われる。高等学院の休校は 『猫』 当該回が発表される二、三年ほど前の出来事であるが それ以降も小出に関する報道はなされており、ま 、東京市下には、 『猫』に取り入 られたものと同様の小出の書籍購入依頼状を受け取った人々も多くいたと考えられるからである。
（










The Source of the Letter Depicted in Sosekiʼs Wagahai ha Neko Dearu
Rintaro	Goyama
This	paper	attempts	to	argue	that	the	letter	from	Shinsaku	Nuita,	
which	is	depicted	in	Chapter	Nine	of	Soseki	Natsume’s	Wagahai ha Neko 
Dearu (I am a Cat)	is	in	fact,	copy	of	Shinjiro	Koide’s	letter.		Koide	was	
a	needlecraft	 teacher	and	had	been	managing	a	sewing	school	called	”
Joshi	Saiho	Koto	Gakuin”	in	the	latter	half	of	the	Meiji	period.		The	letter	
copied	in	Wagahai ha Neko Dearu	was	one	of	the	invitation	letters	sent	
to	 the	general	public	 inviting	 them	to	purchase	his	book.	This	 finding	
adds	new	information	to	the	annotation	of	Soseki’s	one	of	the	prominent	
works.	 	The	relationship	between	copying	and	the	 interest	on	 literary	
sketch	(Shasei)	of	that	time	is	also	discussed	in	this	paper.

